
全にrilじずに声帯間裂孔ができるとされてきた

(Falk,1976)｡今回の観察ではニホンザルの披

裂軟付の声帯突起部付近で小さな菱形の裂孔を作

るが,チンパンジーでは両側の声帯は声門正中部

で完全に閉ざされて,裂孔はない｡

ヒト以外の詔長類の一般形質として喉頭にある

喉iLBi矧 ま,ニホンザルでは喉頭蓋正中基底の底舌

竹内Cuから前頚部へ開口しているが,チンパンジ

ーではこの開口に加えて,両側の喉頭室からの喉

頭小海が特殊化した形状で開口する喉頭嚢をもつ｡

ニホンザル,チンパンジーのいずれの喉頭嚢にお

いても,呼気時の気管内陸圧気流を喉頭嚢内に容

れていることが確められた｡

内視鏡帖報とともにフTイン･ワイヤーによる

戸村筋のEMG情報を採取したが,ソナグラフの

古村1.1細と合わせて分析検討をすすめている｡ま
た.ニホンザルの舌骨上 ･下筋群,声柑筋及び耳

耶臥 耳小骨筋の酵素組織化学的情報員料はズダ

ンプラックB,酸化還元酵素及びミオグロビン抗
体を川いて各々の赤筋,白筋線維単位の計量的分

gl及び形態的特徴の分析をすすめている｡

霊長類の聴覚器に存在する弾性軟骨の意義

野首和人(宋邦大 ･医)

鵬乳動物のみに存在する弾性軟骨は呼吸器(昇

咽頭 ･喉U7i)と聴覚宰馴こ特異的に存在する｡･前者

はこれまでの検索でいずれも結合軟骨 (軟骨がよ

り可動的な迎紙になる過程を示す軟骨 )であるこ

とが明らかになっている｡後者には耳介軟骨,外

耳iB炊竹および耳管軟骨が属するが,これらの軟

冊についての系統発生学的な検索は少ない｡

そこで詔投獄の聴覚器に存在する弾性軟骨の形

帆 JLfJ辺組織との連結様式を検索してその存在意

銭を明らかにする目的で今回の共同利用研究を行

った｡

紐矧 よこホンザル(雄2頭,雌4頭 )とマント

ヒヒ(碓2敢)について行った｡10%ホルマリン

又はアルコール中に保存されていた各頭蓋から外

耳道軟骨と耳管軟骨を周辺の組織と共に摘出し帯

出により10JLのパラフィン切片にLelasticavan

Gie50n染色を施して各軟骨の形状と周辺組織と

の迎結様式について観察した｡

ニホンザルとマントヒヒの外耳道軟骨はいずれ

も外耳道の外側壁中に骨子として存在した｡周辺

部は耳下腺の腺体で囲まれていた｡外側瑞は耳介

軟骨に続き,内側瑞は骨性外耳道壁と弾性線維に

よって連絡していた｡その形状は管状であったが

上下壁には切痕と軟骨孔が存在した｡

耳管軟骨は鼓室と鄭 回頭腔とを連結する耳管の

軟骨部の骨子として存在する1対の軟骨で,内外

側の軟骨は部分的に融合して外耳道軟骨と似た形

であった｡咽頭腔に開口する部分では耳管軟骨か

ら弾性線維が発し咽頭壁中の弾性線維層に連結し

ていた｡軟骨の外壁には耳管咽頭ロの開口を司ど

る口蓋帆張筋の付着が認められた｡

これらの軟骨は喉頭の弾性軟骨と同様に地弓軟

骨に由来するが,管腔を保持する機能のみで喉頭

の結合軟骨の様な機能は明確ではない｡しかしヒ

トのそれに比べて詔長頬のそれは線維化が少なく

系統発生学的な差鬼が存在することを知った｡

ニホンザルにおける警戒音声の周波数特性の測

定

吉田敏也(阪大 ･人間科学)

集団成員の逃避反応を惹起する音声と考えられ

ているニホンザルの警戒音声の音響特性を明らか

にし,疑似した音声との差異を検討すると同時に

柴田成員の逃避反応を惹起するに必要な青空酌毒性

について考察することが本研究の目的である｡

箕生および宮島に生息する餌付けニホンザル染

田を対象に警戒音声の録音を試み,成体オス6頭

から合計184声が録音された｡分析はソナグラフ

(KAY-7800)とFFTアナライザー(リヨンSA

-72)を用いて,ソナグラムパタン,基本周波数,

フォルマント周波数,最高周波数について行った｡

ソナグラムパタンの分析からニホンザルの警戒音

声が倍音部分とノイズ部分が結合したパタンを示

すという従来の知見を確認したが,ふたつの構成

要素が常に存在するとは限らず,どちらか一万の

要素によってのみ構成されている標本も多くみら

れた｡とくに,連続して発声される瞥城音声群の

第1声が倍音部だけから成る音声であることが多

い.基本周波数は500Hz～1500Hzの範囲にあ

り,時間的に上昇,下降,山形(上昇-下降),

逆山形(下降-上昇)の変化を示す｡フォルマン

トについては,第1フォルマントが最も強いエネ
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